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１．研究の目的

◼ 泉高校スピーキングテストの概要とその振り返り

◼ 泉高校スピーキングテストから見えてくる生徒の実態、今後の指導への提言

◼ 泉高校スピーキングテスト実施後の生徒へのフィードバックについて

◼ 生徒から英語で言えなかった表現を集めた日本語と英語の一対一対応
の日英パラレルコーパスの構築方法

◼ 日英パラレルコーパスのアプリケーション開発

◼ Windows用 EasyConc for IzumiHS.xlsmなど

◼ iOS用 EasyConc for iPad of IzumiHS.fmp12など

◼ 各アプリケーションの特徴、検索方法など

◼ 開発したコーパスからの発見

◼ 各アプリケーションで開発した教材を授業で活かすフィードバックへの提言
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２．方法
2.1 泉高校「前期」スピーキングテストの目的・内容
・形式

◼ 目的・内容

◼ Can-Doリストに基づき､普段の授業で培ったスピーキング力を評価。

◼ 使用教科書 コミュニケーション英語 Ⅱ Revised LANDMARK Ⅱ 

◼ 前期スピーキングテスト Summary Retelling + My opinion

◼ 範囲 L.1, L. 2 （2019年度６月実施）

◼ キーワードを用い，既習のストーリー全体をリテリングし、新情報と意見を加えて話
す。 その後，教師からの質問に答える。

◼ 形式

◼ Summary Retelling + My opinion

◼ 被検者：生徒１名 ・ 評価者：教師１名

◼ 個人プレゼンテーション+インタビュースタイル

◼ 既習の２つの話から，その場で生徒がくじを引き、リテリングする話を決める。 選
択教室を使い，黒板にキーワードをプロジェクターで提示。

◼ 生徒はプレゼンスタイルで、リテリングを始め，最後に新情報（教科書に出てないも
の）と意見・考えを加える。 その後、教師からの１～２つの質問に答える。
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2.1 泉高校「前期」スピーキングテストの評価基準

Good OK
Need
Improvement

発音・声量
Pronunciation & Loudness

5 3 1

流ちょうさ
Fluency

5 3 1

文法的正確さと語彙量
Grammatical Accuracy
Vocabulary Range

5 3 1

コメント・新情報の量と質
Quality and Quantity of
Comments and New
Information

5 3 1
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2.2 泉高校「後期」スピーキングテストの目的・内
容・形式

◼ 目的・内容

◼ Can-Doリストに基づき、普段の授業で培ったスピーキング力を評価

◼ 使用教科書 コミュニケーション英語 Ⅱ Revised LANDMARK Ⅱ 

◼ 後期スピーキングテスト Group Discussion

◼ 範囲 L.8, L.9 （2018年度2月実施）

◼ 範囲 L.4, L. 5, L.6 （2019年度11月実施）

◼ その場で決められた３～４人のグループで、既習のストーリーについて意見交換をす
る。

◼ 形式

◼ Group Discussion

◼ 被検者：生徒3～４名、 評価者：教師１名

◼ 自分の意見を伝える力と相手とやりとりする力を観る。

◼ 教室の廊下を使用。教師がランダムに３～４人の生徒を呼び、廊下に置かれた３～
４の輪の椅子に座らせる。

◼ 話す話題は既習の３つの話から、教員がその場でくじで決める。 教師の合図で，話
し合いを始める（４人は５分間、３人は４分間）話し合い中の様子を教員が観察し、個
人毎に評価をする。
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2.2 泉高校「後期」スピーキングテストの評価基準

コミュニケーションへの意欲 評価
積極的に発言し、話し合いに参加しようとしている。英語のみでやりとり
している。

5

話し合いに参加しているが、時々言いよどむ。英語でやりとりしようと努
力している。

3

話し合いに参加する姿勢があまり見られない。英語での発言が少ない。 1

7

テーマに関する意見の内容 評価
自分自身の考えや意見を、分かりやすく伝えている。 5
自分自身の考えや意見を伝えようしているが、時々伝わらないことがある。 3
自分自身の考えや意見を伝えようとしているが、理解しにくいことが多い。 1

発話機会のバランス 評価
他者の発言をしっかり聴き、反応や質問を多くしている。また全員をグ
ループの会話に入れるようと配慮している。

5

他者の発言を聴きながら、反応や質問を時々している。 3
他者の発言にあまり反応しない。または自分だけ話そうとしている。 1



2.3 泉高校スピ
ーキングテスト
直後に、生徒が
「英語で言えな
かった表現」の
調査
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これまでの調査では、延
べ人数334人、日本語に
よる質問件数398件の英
語で言いたかったけれど
言えなかった表現が寄
せられた。右記の調査
票の【記入欄】の高校生
からの質問を参照された
い。

質問



2.4 泉高校スピーキングテスト実施後の「英語で言えなかっ
た表現」を生徒にフィードバックするための工夫
―英語で言えなかった表現を集めた日英パラレルコーパス
の構築

◼ Stage 1：泉高校スピーキングテストの実施 （2.1, 2.2参照）

◼ Stage 2：スピーキングテスト実施後、生徒は英語で言いたかった表
現を日本語で書く。（2.3参照）

◼ Stage 3：生徒からの質問をExcelのセルに入力。

◼ Stage 4：生徒からの各質問を英語母語話者と日本人英語教師とで
英訳作業。Excel上で日本語と英語との一対一対応データを作成。

対応データからの抜粋例
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2.4 英語で言えなかった表現を集めた日英パラレ
ルコーパスの構築過程―EasyConc for Izumi.xlsm
、EasyConc_tagged for IzumiHS.xlsmの構築過程

◼ Stage 5:日本語または英語から検索したい場合（2.5.1参照）

◼ Stage 4のデータを VBE(Visual Basic Editor)でプログラミングし
たEasyConc for IzumiHS.xlsm（Windows仕様）に取り込む。

◼ Stage 6:文法標識から検索したい場合（2.5.2参照）

◼ Stage 5のEasyConc for IzumiHS.xlsmの英語部分のテクストを
、Free CLAWS web tagger（http://ucrel-
api.lancaster.ac.uk/claws/free.html）に送信し、CLAWS7の文
法標識でタグ付け

◼ VBEでプログラミングしたEasyConc_tagged for IzumiHS.xlsm（
Windows仕様）に取り込む。
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2.4 英語で言えなかった表現を集めた日英パラレルコーパ
スの構築過程―EasyConc for iPhone of IzumiHS.fmp12、
EasyConc for iPad of IzumiHS.fmp12の構築過程

◼ Stage 7:携帯ツールとして、iPhoneで日本語または英語で検索したい場合

◼ iPhoneに、FileMaker Go19をインストール。

◼ Windows PC上で、Stage 4のデータをFileMakerでプログラミングしたEasyConc
for iPhone of IzumiHS.fmp12に取り込む。

◼ iPhoneのFileMaker Go19に、EasyConc for iPhone of IzumiHS.fmp12をコピー

◼ FileMaker Go19を起動し、EasyConc for iPhone of IzumiHS.fmp12をタップし、
開く。横向きで使用。

◼ Stage 8:携帯ツールとして、iPadで日本語または英語で検索したい場合（2.5.3参照）

◼ iPadに、FileMaker Go19をインストール。

◼ Windows PC上で、Stage 4のデータをFileMakerでプログラミングしたEasyConc
for iPad of IzumiHS.fmp12に取り込む。

◼ iPadのFileMaker Go19に、EasyConc for iPad of IzumiHS.fmp12をコピー

◼ FileMaker Go19を起動し、EasyConc for iPad of IzumiHS.fmp12をタップし開く。

◼ EasyConc for iPad of IzumiHS.fmp12は横向きで使用。

◼ Stage 9:表現・語句を検索し、英文と日本語を抽出し、教材作成
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2.5 コーパスを用いた検索方法、教材化
2.5.1 Windows PCで、英語または日本語で検索す
る場合―Easy Conc for IzumiHS2.1xlsmの検索例

◼ 検索方法：Easy Conc for IzumiHS2.1xlsmを起動し、「Ctrl」と「K」キーを同
時に押し下げ、検索ウインドウに検索語を入力

◼ 検索の目的：理由を述べる表現（接続詞等の使い方）でのつまづきを知りた
い

◼ 検索ワード(日本語例)：なので、だから、原因で、理由、のせいで、

◼ 検索条件：Or

◼ 検索結果（一部抜粋）
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2.5.2 Windows PCで文法標識から検索する場合
―EasyConc tagged for IzumiHS2.1.xlsmの文法
標識

◼ EasyConc for IzumiHS.xlsmの英語部分のテクストを、Free CLAWS web 
tagger（http://ucrel-api.lancaster.ac.uk/claws/free.html）に送信し、
CLAWS7の文法標識でタグ付け

◼ 文法標識のついたEasyConc for Tagged for IzumiHS2.1.ｘｌｓｍの例
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2.5.2 EasyConc tagged for IzumiHS2.1.xlsmの検索例
検索方法：「Ctrl」と「K」キーを同時に押し下げて、検索ウインドウを起動
受け身形を検索：「A21」をダブルクリック、続いて「A22」をダブルクリック
検索条件：Or 表示形式：タグなし
最後に、OKをクリック

14



2.5.2 EasyConc_tagged_for_IzumiHS2.1.xlsmの
文法用語の検索結果
ー受け身形

◼ 「表示形式：タグなし」なので文法標識が取れて表示されます。
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（「受身形」の検索結果一部抜粋）



2.5.3 EasyConc for iPad of IzumiHS1.0.fmp12（
iOS仕様）の検索方法

◼ 最新版EasyConc for iPad of IzumiHS1.0.fmp12の特徴
◼ 日本語または英語から検索

◼ 複合検索可能

◼ 読み上げ機能(Text to Speech)付き
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・EasyConc for iPad of 
IzumiHS1.0.fmp12を
起動すると左記のイン
ターフェースが現れま
す。

通常はStartボタンをク
リックしスタート

「複合検索」をしたいと
きはここをクリック



2.5.3 EasyConc for iPad of IzumiHS1.0.fmp12の
検索方法（続き）
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検索したい日
本語の語句を

入力

最後に、
Searchボタンを

クリック



2.5.3 EasyConc for iPad of IzumiHS1.0.fmp12の
検索結果
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▶をクリックするとカーソル
のあるセルの英文を読み

上げます



３．結果
3.1 評価者の観察からの発見
泉高校スピーキングテストの前期・後期の結果と生徒の発
話に見られる特徴

◼ 得点結果

◼ 前期スピーキングテスト

◼ 2019年度６月実施 7クラスの平均点 14.6点 / 20点満点

◼ 後期スピーキングテスト

◼ 2018年度2月実施 7クラスの平均点 11.4点 / 15点満点

◼ スピーキングテストの結果から見られた特徴

◼ 日々の授業でoutput活動にしっかり取り組んでいる生徒は好結果に
なる。

◼ コロケーションやフレーズを上手く使いこなせない生徒が多い。

◼ 難しい日本語をそのまま英訳しようとする傾向がある。（日本語を簡
略化してから英語を考えることをしない）。
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3.2 コーパスからの発見
3.2.1 日本語表現を英語でうまく表現するために

◼ 日本語と英語が一対一対応ではない

◼ 「わからない」は、don’t understandばかりではない。

◼ 日本語表現を簡略化して英語の表現を考える

◼ 「人の鏡」 good role models
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3.2 コーパスからの発見
3.2.2 高校生の日常生活や関心事を反映する多くの表現が
見られる―学習者のニーズに応えられる可能性が高い

◼ EasyConc for Izumi HS 2.1.xlsm （検索語：Doraemon 6例ヒット）
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COCA vs. EasyConc for Izumi HS.xlsm
―‘Bigger is not necessarily better’

◼ Corpus of Contemporary American English（5億6千語コーパス）

◼ 検索語：Doraemon 6例ヒット

◼ 学習者にとって本当に役立つコーパスとは何か

◼ COCAの検索結果からは、学習者が知りたいと思う表現（「グルメテーブ
ルかけ」「どこでもドア」「もしもボックス」）は提供されていない。

◼ コーパスは大きければよいというものではなくて、学習者にとっては学習
者の校種、関心興味を反映する学習者コーパスが必要であることが分
かる。
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４．考察及び英語教育への示唆
4.1 泉高校スピーキングテストに関する今後の展望

◼ 泉コーパスを事前・事後の学習に活用する。

◼ 暗唱から少しずつ脱却させていく。

◼ 非言語的要素（アイコンタクト・声量・姿勢等）大切にさせる。

◼ スピーキングテスト直後に適切なfeedbackを行い、次の学びにつな
げる。

◼ 指導と評価の一体化のために，パフォーマンステストは必須。 コロ
ナ渦ではオンラインでも可能。

◼ スピーキングテスト自体も学びの手段になる。

◼ 教室外で，生徒が英語を使う場面を作る（学校行事等）

◼ Fluencyと同時にAccuracyを高めていく必要性有り。
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4.2 学習者にフィードバックするためのコーパス活
用―EasyConcの活用を通し英語の習得を目指す

◼ Nation（2001, 2013）における語彙習得の考え方

◼ 語彙に気づきを与えること(noticing)、そして想起し思い出すこと
(retrieval)、そして創造的に使用すること(creative use)が語彙習得を促
すうえで大切な過程だとしている。

Noticing ⇒ retrieval ⇒ creative use

◼ Nation(2013)の語彙習得モデルを本研究の泉コーパスに適用する

Noticing ⇒ retrieval ⇒ creative use
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英語で表現できなかった表現・語句

コミュニケーション活動
泉高等学校のスピーキ
ングテストなど

EasyConc.xlsm

等のアプリケー
ションの開発

EasyConc.xlsm

等から開発したワ
ークシート・活動



4.3 発信語彙の補強のための泉高校コーパスの
最新アプリケーション一覧
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開発ツール 使用者 用途

EasyConc_for_IzumiHS2.1.xlsm 教師 ・Windows用 教材作成
・特に、日本語または英語で
表現を検索するのに便利

EasyConc_tagged_for_IzumiHS2.1.xlsm 教師 ・Windows用 教材作成
・文法用語で英語を検索

FlashCard_of_Izumi_HS1.1.pptx 教師 ・発信語彙のinputに効果的
・PowerPoint教材

FlashCard_for_IzumiHS1.1.fmp12 生徒、
教師

・発信語彙のinputに
・iPhone、iPad用

BingoSheet_for_flashcard_of_IzumiHS1.0.xlsm 教師 ・Windows用 教材作成
・発信語彙をBingoで導入

EasyConc_for_iPhone_of_IzumiHS1.0.fmp12
EasyConc_for_iPad_of_IzumiHS1.1.fmp12

生徒、
教師

・iPhone、iPad 携帯可能
表現の検索用



４．4 泉高校日英コーパスを活用し、生徒の受容語
彙から発信語彙への転換を促す指導への提言

◼ 受容語彙から発信語彙への転移を促すティーチングへの提案

◼ EasyConc_tagged_for_IzumiHS2.1.xlsmの活用

◼ 受身形、仮定法といった表現を検索し,worksheetを作成し授業で活
用する。

◼ Bingoで語彙をリサイクルし、語彙テストを計画的に仕組む

◼ FlashCard_of_Izumi_HS1.1.pptxで、英語で言えなかった表現をイ
ンプットし、BingoSheet_for_flashcard_of_IzumiHS1.0.xlsmで、語
彙をリサイクルし、定着させる。最後に語彙テストで定着を確認。

◼ 日々の授業で生徒に開発したアプリを携帯し、活用してもらう方法

◼ EasyConc_for_iPhone_of_IzumiHS1.0.fmp12を携帯させ、生徒に
表現活動で活用してもらう。先輩の英語で言えなかった表現につい
ての質問が後輩の表現活動に大いに役立ちます。
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